
事例カタログ ミドルウェア導入事例

学校法人 河合塾 様

10年以上前から利用している PostgreSQLを短期間でスムーズにバージョンアップ
安定したシステム基盤構築・運用を実現し、教育サービスの拡充を推進

導入の背景

10年以上前から利用している PostgreSQLの限界
新規システム構築のために DBの最新化が求められていた

　次世代を担う人材育成を目指して教育サービスを提供している河合塾。
しかし、少子高齢化による若年層の減少や大学入試改革など教育を 
取り巻く社会環境の変化に伴い、新規の教育サービス開発や業務改革 
が迫られていた。「新しい教育サービスを提供するには、その基盤として、
最新 ICT技術を取り入れた新規システム構築が必要でした」と河合塾  
業務改革システム部 部長の土井 康正氏は話す。
　河合塾には、生徒・保護者が主に利用するWeb系外部向けシステムと
職員が利用する内部向けシステムがあり、Web系外部向けシステムは

OSSをベースに地元の SE会社が構築を担当してきた。「2002年から、

PostgreSQLを用いて内部向けの業務連絡システムや外部向けのアンケート
システムなどを構築してきた経緯があります」と土井氏は説明する。

PostgreSQLを用いたシステムは約 90に上り、導入時期によって
10種類ほどのバージョンが混在していた。システムは問題なく稼働して
いたが、Web系外部向けシステムは、利用の繁忙期、閑散期があるため、 
クラウド環境に移行しようと検討を始めた。ところが、｢例えばクラウド
展開をしようとした場合、古い PostgreSQLをクラウド環境でサポートし
ているバージョンに上げるためには、最大で 13年、計 11回分の
バージョンアップを反映する必要があることがわかりました。しかし、
そんな大幅なバージョンアップをするノウハウもなく、技術サポートも

http://www.fujitsu.com/jp/software/symfoware/symfowareserver/

最新 ICT技術を積極的に取り入れ、教育サービスの拡充を進める学校法人河合塾は、外部向けシステムなどにオープンソース 
ソフトウェア（以下、OSS）の PostgreSQLを 10年以上前から活用している。しかし、そのバージョンが古く、技術サポート
も受けられないため、クラウド利用など新しいシステム環境に適応できないという問題に直面した。そこで、富士通の
「Symfoware Server（Postgres）」を導入。富士通のノウハウを基にした移行アセスメントにより、トラブルなくスケジュール
内で PostgreSQLをバージョンアップ。システムの安定稼働を継続するとともに、クラウド化を進める準備を整えることが 
できた。

課　題 効　果

■新たな教育サービス提供に向け ICT基盤を整備したい
■古くなった OSSをバージョンアップしたいが、自前での対応は難しい
■ 通常業務に加えて OSSのメンテナンス対応を行うのは負担が大きい

■ PostgreSQLのバージョンアップにより、クラウド展開を可能に
■ OSSのノウハウを持つ富士通のサポートで、スムーズな移行を実現
■ 常に最新情報に追随できる体制を整備し、安定したシステム環境を維持

導入商品 PostgreSQLをエンジンとするデータベース「FUJITSU Software Symfoware Server（Postgres）」
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受けられず、これではシステム基盤の整備ができないと、途方に暮れて
いました｣ と土井氏は当時の課題を振り返る。

導入のポイント

富士通の PostgreSQLへの取り組みやサポート体制を評価

　PostgreSQL利用の限界を感じていたそのとき、富士通に PostgreSQL
ベースのデータベース製品があり、稼働後のサポートに加えて、移行 
アセスメントサービスも充実していることを知った。
早速、富士通の移行アセスメントを受けた結果、想像以上に短期間で

移行できることがわかった。「自分たちで移行作業を行う場合、602本 
すべての SQLを対象に、非互換の有無と最大 11回分のバージョンアップ
方法を確認する必要がありました。しかし、富士通の移行アセスメント
を受けた結果、修正が必要な SQLはたった 21本だけだということがす
ぐにわかり、そのスピーディーな対応と調査力に驚きました｣ と土井氏
は語る。
　OSSの PostgreSQLは、コスト削減や世界中の技術者が参加するコミュ
ニティーで開発された技術を活用できるといったメリットがあるものの、
周辺ツール（OSS）との組み合わせの整合性の確保や障害の切り分け、 
コミュニティーへの問い合わせは自ら行う必要がある。一方、PostgreSQL
をベースとするデータベースでありながら、稼働後のサポートも受けられる
Symfoware Server（Postgres）について、河合塾のシステムを担当する
ITマネジメントパートナーズ 河合塾事業部 開発部長の内田 秀和氏も「移
行時だけでなく、今後何か問題やわからないことが発生した場合も富士通に
サポートしてもらえるのは心強いですね」と製品採用のメリットを語る。

システム概要

富士通の技術サポートや
アセスメントの情報に基づきスムーズに移行

OSSベースの外部向けシステムのうち、第１弾としてアンケートシス
テムを Symfoware Server（Postgres）へ移行。移行に必要なプログラム
の改修は、ITマネジメントパートナーズを中心に実施している。「移行
アセスメントにより非互換に関する情報など、修正が必要なプログラム
の情報を、短期間で漏れなくいただけたので、それを基に改修や移行
テストをスムーズに行うことができました。自力でのメンテナンス作業
は難しそうだと感じていましたが、PostgreSQLのノウハウを持つ富士通
のサポートを受けられたことで、スケジュール内でトラブルなくスムーズ
に移行作業を行うことができました」と内田氏は富士通のサポート体制
を評価する。「今後、最新パッチの適用など PostgreSQLのメンテナンス
が必要になっても、富士通のサポートを受けられるという安心感があり
ます」。
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導入効果と今後の展望

OSSの最新情報のキャッチアップは富士通に任せ
最新技術を活用した教育サービスに注力

　2017年 3月から Symfoware Server（Postgres）をベースにするアンケート 
システムの稼働を開始し、残りの OSSのシステムも、これから順次移行
していく予定だ。「河合塾のコアビジネスは教育サービスです。OSSの
最新情報のキャッチアップは富士通に任せることで、AIや IoTなどの
最新技術を活用した教育サービスに注力することができています」と
土井氏は効果を話す。続けて、「受験シーズンは利用者が一気に増えたり
してシステムの利用状況に波があるので、リソースを柔軟に増減できる
クラウドサービスの利用を考えています」と述べ、オンプレミスとクラ
ウドの組み合わせなど、柔軟にシステムを検討していく意向を示した。
システムの稼働状況については「アンケートの作成や集計、回答など、
ユーザーの操作性は以前と変わらず、システムも安定稼働しています」
と内田氏は評価する。アンケートシステムでは生徒の個人情報も扱って
おり、個人情報は別の DBで管理するなどセキュリティ対策を徹底してき
たが、Symfoware Server（Postgres）にもセキュリティ機能（透過的データ
暗号化、監査ログなど）が備わっており、システムを安全に利用する
ことができている。
　また、PostgreSQLのバージョンアップに伴いサーバ機器や OSを最新化
したことで、「従来と比べてデータのバックアップにかかる時間が 25分の
1に短縮されました。データ復旧が必要な場合にも大幅な時間短縮が可能
になり、業務の効率化を図ることができます」と内田氏は期待する。
　教育サービスの新しい価値創造を進めている河合塾にとって、今回の
ICT環境整備は、職員や生徒・保護者に対しての付加価値提供の一端に 
すぎない。これからも河合塾は生徒の学力向上や塾内の業務改善などに
向け、AIなど最先端 ICT技術を活用した革新的なシステムを通じ、さら
なる教育サービスの拡充を推進していく考えだ。

【システム概要図】




